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1 面　 水 害 に 備 え て

■ 水害になったときの注意

2 面　 地 震 に 備 え て

■ なにより火災がこわい

災害対策特集

協力が最大の防災

出
水
に
弱
い
江
東
地
区

台
風
・
豪
雨
に
備
え
ま
し
ょ
う

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
気
象
庁
の
発
表
で
は
、
こ
と

し
は
平
年
と
ち
が
っ
て
異
状
気
象
だ
そ
う
で
す
。
七
月
の
は
じ
め
に
は

房
総
で
集
中
豪
雨
が
あ
り
、
台
風
2
号
が
日
本
を
襲
っ
て
い
ま
す
。
毎

年
の
こ
と
で
す
が
、
い
つ
私
た
ち
の
身
に
災
害
が
ふ
り
か
か
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
こ
れ
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

水
災
は
洪
水
、
高
潮
、
集
中
豪
雨
、

津
波
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
し
ま
す
が
、

被
害
が
大
き
く
、
し
か
も
広
い
地
域
に

わ
た
る
の
は
台
風
に
よ
る
洪
水
、
高
潮

集
中
豪
雨
で
す
。

戦
後
足
立
区
で
の
水
害
で
大
き
な
も

の
は
、
昭
和
二
十
二
年
の
キ
ャ
ス
リ
ン

台
風
、
こ
の
時
は
利
根
川
の
決
壊
に
よ

る
洪
水
が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
中
川
堤
が
決
壊
し
、
中
川
と
綾

瀬
川
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
が
長
い
間
水

び
た
し
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
昭
和
三

十
三
年
の
2
2号
台
風
、
こ
の
時
は
四
百

ミ
リ
を
越
す
集
中
豪
雨
で
、
内
水
が
た

ま
り
、
さ
ら
に
西
の
区
境
を
通
る
芝
川

が
は
ん
ら
ん
し
て
荒
川
堤
北
側
一
帯
が

水
び
た
し
に
な
り
ま
し
た
。
つ
い
で
昭

和
四
十
一
年
に
は
4
号
台
風
で
二
百
ミ

リ
以
上
の
集
中
豪
雨
が
あ
り
、
梅
田
・

本
木
地
区
を
中
心
に
低
地
帯
が
水
び
た

し
に
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
た
中
川
・

芝
川
は
、
現
在
放
水
路
が
完
成
し
、
前

回
の
よ
う
な
心
配
は
ま
ず
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
周
囲
を
河
川
の
堤
防
で
か

こ
ま
れ
て
い
る
足
立
区
は
、
集
中
豪
雨

が
あ
る
と
ひ
と
た
ま
り
も
あ
り

ま
せ

ん
。
こ
の
た
め
、
区
内
に
は
三
十
九
か

所
の
排
水
場
が
あ
り
、
六
十
五
台
の
ポ

ン
プ
で
、
一
分
間
に
五
二
六
一
ト
ン
の

水
を
か
い
出
し
て
い
ま
す
が
、
台
風
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
水
爆
二
〇
〇
～
三
〇
〇

個
分
に
も
相
当
す
る
と
い
わ
れ
ま
す
の

で
、
平
素
の
心
が
ま
え
が
心
要
で
す
。

台
風
襲
来
の
報
と
同
時
に
、
区
役
所

で
は
た
だ
ち
に
水
防
本
部
を
置
き
、
男

子
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
任
務
に
つ
き

ま
す
。
ま
た
、
各
消
防
署
に
は
水
防

隊
、
消
防
団
が
、
警
察
署
で
は
警
備
本

部
が
そ
れ
ぞ
れ
警
戒
体
制
を
し
き
、
水

道
局
、
下
水
道
局
、
保
健
所
等
も
万
一

に
備
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
関
係
機
関
は
水
災
の
防

止
と
被
害
を
極
力
軽
減
す
る
こ
と
を
目

標
に
励
ん
で
い
ま
す
が
、
五
十
七
万
の

区
民
を
守
る
に
は
お
の
ず
と
限
度
が
あ

り
、
ど
う
し
て
も
区
民
の
自
主
防
衛
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
下
の
注
意
事

項
を
よ
く
読
ん
で
、
災
害
に
備
え
て
く

だ
さ
い
。

汗と泥まみれになって, 防災訓練
写
真
(
1
)
堤
防
決
壊
や
河
川
の
は
ん
ら
ん
に
は
水
防

団
が
出
動
し
土
の
う
を
積
む
　
(
2
)
た
ま
っ
た
水
は
区

土
木
部
の
移
動
排
水
機
で
く
み
出
す
　
(
3
)
避
難
命
令

が
出
る
と
警
察
官
の
誘
導
で
避
難
所
へ
　
(
5
)
ケ
ガ
人

が
出
る
と
日
赤
や
医
師
会
の
救
護
班
が
手
当
す
る
　
(
6
)

災
害
備
蓄
倉
庫
か
ら
避
難
所
へ
救
護
物
資
が
運
ば

れ
る
　
(
4
)
水
が
ひ
い
た
あ
と
は
防
疫
班
が
、被
災
地

を
く
ま
な
く
消
毒
す
る
(
前
回
開
催
の
訓
練
風
景
)

台
風
に
備
え
て
防
災
訓
練

七
月
三
十
日
　
荒
川
グ
ラ
ン
ド
で

災
害
で
い
ち
ば
ん
こ
わ
い
の
は
、
混

乱
で
す
。
連
絡
の
悪
る
さ
や
協
力
体
制

が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
こ
う
し

た
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
区
で
は
各
機

関
と
協
力
し
て
防
災
計
画
を
立
て
、
さ

ら
に
、
こ
の
計
画
が
、
い
ざ
災
害
の
と

き
、十
分
に
役
立
つ
よ
う
防
災
関
係
の

全
機
関
一
体
と
な
っ
た
訓
練
を
行
な

い
、
相
互
の
協
力
体
制
の
緊
密
化
を
は

か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
来
た
る
七
月
三
十
日
に
、

千
住
新
橋
グ
ラ
ン
ド
で
十
八
の
機
関
、

団
体
六
百
名
が
参
加
し
て
大
訓
練
を
行

な
い
ま
す
。

訓
練
の
内
容
は
、(
1
)
広
報
活
動
　
(
2
)

路
上
障
害
物
の
除
去
、水
防
資
器
材
の

輸
送
お
よ
び
排
水
作
業
　
(
3
)
水
防
活
動
　
(
4
)

避
難
誘
導
訓
練
　
(
5
)
救
助
活
動
　
(
6
)

救
護
物
資
の
輸
送
と
そ
の
配
分
作
業
　
(
7
)

医
療
救
護
活
動
　
(
8
)
給
水
活
動
　
(
9
)

電
気
・
ガ
ス
・
電
話
な
ど
都
市
施
設
の

応
急
復
旧
　
(
1
0
)
火
災
防
ぎ
よ
　
(
1
1
)
防
疫 活

動
な
ど
、
午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

行
な
い
ま
す
。

こ
れ
に
参
加
す
る
機
関
団
体
は
次
の

と
お
り
、

(
1
)
足
立
区
(
2
)
千
住
警
察
署
(
3
)
西
新
井
警

察
署
(
4
)
綾
瀬
警
察
署
(
5
)
東
京
消
防
庁
(
6
)

千
住
消
防
署
(
7
)
西
新
井
消
防
署
(
8
)
千
住

消
防
団
(
9
)
西
新
井
消
防
団
(
1
0
)
水
道
局
足

立
東
営
業
所
(
1
1
)
水
道
局
足
立
西
営
業
所
(
1
2
)

足
立
保
健
所
(
1
3
)
千
住
保
健
所
(
1
4
)
日
本

電
信
電
話
公
社
(
1
5
)
東
京
電
力
千
住
支
社
(
1
6
)

東
京
ガ
ス
葛
飾
営
業
所
(
1
7
)
足
立
区
医

師
会
(
1
8
)
千
住
三
丁
目
・
四
丁
目
・
五
丁

目
の
各
町
会

一
般
区
民
の
み
な
さ
ん
も
、
ど
う
ぞ

ご
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

非
常
災
害
時

の

注

意

事

項

■

平

素

か

ら

の

心

が

け

(
1
)
水
災
に
備
え
、避
難
場
所
(
区
立
の

小
・
中
学
校
)
を
確
認
し
て
お
く
。(
2
)

隣
り
近
所
の
人
と
の
連
絡
方
法
を
決

め
て
お
く
。

(
3
)
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯
、ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
を
用
意
し
て
お
く
。

■

台

風

が

近

づ

い

た

ら

(
1
)
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
で
気
象
予
報
や
警

報
、
防
災
上
の
注
意
事
項
を
よ
く
聴
視

し
て
、台
風
に
応
じ
た
対
策
を
た
て
る

。

台
風
が
近
づ
く
と
深
夜
で
も
気
象
情
報

が
放
送
さ
れ
る
の
で
台
風
の
位
置
や
進

路
、
暴
風
雨
圏
内
を
確
か
め
て
お
く
。

(
2
)
飲
料
水
を
容
器
に
入
れ
て
お
く
。水

害
に
な
る
と
飲
み
水
に
困
り
ま
す
。

(
3
)
大
工
道
具
を
出
し
て
お
く
。

(
4
)
洪
水
や
高
潮
の
危
険
が
あ
る
地
域
に

住
ん
で
い
る
人
(
用
水
や
川
沿
い
に
住

ん
で
い
る
人
)
は
、
避
難
の
準
備
と
し

て
次
の
も
の
を
用
意
し
て
お
く
。

(
1
)
食
糧
二
～
三
食
分
と
飲
料
水

(
2
)
ロ
ー
プ
と
一
・
五
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら

い
の
棒
か
竹

(
3
)
下
着
な
ど
の
着
替
え

(
4
)
重
要
品
・
貴
重
品
・
印
鑑
な
ど
。

■

台

風

が

襲

っ

て

き

た

と

き

(
1
)
水
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
時
は
次
の
よ

う
に
す
る
。

(
1
)
畳
は
高
い
台
の
上
に
積
み
重
ね
る

(
2
)
タ
ン
ス
は
引
出
し
を
抜
い
て
高
い

所
へ
置
く

(
3
)
押
し
入
れ
の
下
段
の
も
の
は
上
段

へ
移
す

(
4
)
電
気
・
ガ
ス
、そ
の
他
の
家
財
道

具
を
処
理
す
る
。
と
く
に
火
の
元
は
か

な
ら
ず
き
っ
て
お
く

(
5
)
学
用
品
の
保
存
に
注
意
す
る

(
2
)
堤
防
や
護
岸
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
川
の
水
か
さ
に
注
意
し
、
堤
防

や
護
岸
に
万
一
漏
水
が
あ
っ
た
場
合
は

水
防
本
部
(
災
害
対
策
本
部
)
へ
至
急

知
ら
せ
る

■
避
難
す
る
と
き

(
1
)
平
素
か
ら
避
難
場
所
と
安
全
な
道
順

を
よ
く
お
ぼ
え
て
お
く
こ
と

(
2
)
区
な
ど
か
ら
避
難
準
備
の
勧
告
や
指

示
が
あ
っ
た
ら
、い
つ
で
も
避
難
の
で

き
る
よ
う
準
備
す
る
こ
と

女
子
、
子
供
、
老
人
、
病
弱
者
は
早

め
に
避
難
す
る
こ
と

(
3
)
避
難
命
令
が
出
た
ら
、火
の
始
末
を

し
、
戸
締
り
を
完
全
に
す
る
こ
と

(
4
)
携
帯
品
と
し
て
、非
常
食
糧
(
少
な

く
と
も
二
食
分
)

、
飲
料
水
、
医
薬
品

貴
重
品
、
印
鑑
、
現
金
、
着
替
え
、
懐

中
電
灯
が
必
要

(
5
)
頭
に
は
帽
子
、頭
き
ん
、ヘ
ル
メ
ッ

卜
等
を
つ
け
、
身
体
は
で
き
る
だ
け
衣

類
で
お
お
う
こ
と
(
素
足
は
危
険
)

(
6
)
単
独
行
動
は
さ
け
、責
任
者
を
中
心

に
老
人
・
子
供
・
病
弱
者
な
ど
を
先
に

し
て
家
族
ま
た
は
隣
り
近
所
そ
ろ
っ
て

避
難
す
る
こ
と

浸
水
地
か
ら
避
難
す
る
時
は
、
ロ
ー

プ
や
ヒ
モ
で
結
び
あ
い
、
誘
導
者
の
指

示
に
従
っ
て
行
動
す
る
こ
と

(
7
)
避
難
の
指
示
は
、サ
イ
レ
ン
、半
鐘

な
ど
に
よ
る
ほ
か
、
伝
令
や
ラ
ジ
オ
放

送
等
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
の
で
十
分
注
意
す
る
と
と
も
に
、
指

示
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
と
き
は
隣
り
近
所

に
も
知
ら
せ
る

■

台

風

下

の

行

動

は

(
1
)
外
出
す
る
と
き
は
、目
的
、行
き
先
、

経
路
、
帰
宅
時
間
を
家
族
等
に
知
ら
せ

て
お
く

(
2
)
二
人
以
上
の
と
き
は
、手
を
つ
な
ぐ

か
、
ロ
ー
プ
、
竹
ざ
お
等
で
連
結
し
て

歩
く
こ
と

(
3
)
ヘ
イ
な
ど
の
そ
ば
を
通
る
と
き
は
、

倒
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
は
な
れ
て

歩
く
こ
と

(
4
)
道
に
そ
っ
て
川
や
池
が
あ
る
と
き
は

風
に
吹
き
と
ば
さ
れ
な
い
よ
う
風
か
み

側
を
歩
く
こ
と

(
5
)
強
風
の
中
で
は
、お
互
い
の
声
が
な

か
な
か
と
ど
か
な
い
の
で
、
指
導
者
は

メ
ガ
ホ
ン
、
携
帯
用
拡
声
機
等
を
用
意

し
て
お
く
こ
と

(
6
)
夜
間
に
は
、懐
中
電
灯
が
必
要
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
は
で
き
る
だ

け
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

(
7
)
一
面
水
び
た
し
の
と
き
は
、知
ら
な

い
道
は
け
っ
し
て
一
人
歩
き
は
し
な
い

こ
と

(
8
)
泳
ぎ
に
自
信
が
あ
っ
て
も
、木
材
な

ど
が
流
れ
て
き
て
危
険
な
の
で
注
意
す

る
こ
と

■
避
難
場
所

非
常
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
難
避

場
所
は
、
原
則
と
し
て
区
立
の
全
小
・

中
学
校
で
す
。
ま
た
、
災
害
の
程
度
に

応
じ
て
、
都
立
の
高
校
や
私
立
の
学
校

お
よ
び
民
間
の
ビ
ル
も
使
用
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
区
災
害

対
策
本
部
で
「
緊
急
避
難
所
―
足
立
区

役
所
」
と
表
示
を
出
し
ま
す
。
こ
の
場

合
は
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
台
風
が
去
っ
た
ら

(
1
)
電
線
が
切
れ
て
、た
れ
さ
が
っ
て
い

た
ら
近
寄
ら
な
い
で
、
東
京
電
力
に
知

ら
せ
る

(
2
)
「ふ
ん
尿
」は
、け
っ
し
て
個
人
で

勝
手
に
汲
み
捨
て
な
い
で
、
あ
ら
か
じ

め
便
所
の
あ
り
場
所
を
清
掃
作
業
員
に

連
路
し
て
お
く

(
3
)
水
を
か
ぶ
っ
て
し
ま
っ
た
水
道
の
ジ

ャ
口
や
地
下
水
槽
は
、
使
用
す
る
前
に

よ
く
消
毒
す
る

(
4
)
生
水
や
水
に
つ
か
っ
た
食
品
は
飲
食

し
な
い

(
5
)
か
ら
だ
は
清
潔
に
し
、と
く
に
手
洗

い
は
励
行
す
る
。
ま
た
、
子
ど
も
の
水

遊
び
は
伝
染
病
に
か
か
る
お
そ
れ
が
あ

れ
か
ら
、
家
庭
で
よ
く
注
意
す
る

(
6
)
ゴ
ミ
や
廃
棄
物
が
出
た
場
合
は
、一

か
所
に
ま
と
め
、
清
掃
事
務
所
へ
連
絡

す
る
。
そ
の
間
、
不
衛
生
な
も
の
に
は

消
毒
剤
を
ま
い
て
お
く

電
気
事
故
に
ご
注
意

▼
煙
突
の
支
線
が
電
線
に
ふ
れ
て
い
ま

せ
ん
か

▼
電
線
が
雨
ど
い
に
さ
わ
っ
て
い
た
り

ガ
イ
シ
が
は
ず
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

▼
電
線
の
近
く
に
材
木
な
ど
を
お
い
て

あ
り
ま
せ
ん
か

▼
木
の
枝
に
ふ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
か

台
風
で
金
属
性
の
も
の
に
電
線
が
ふ

れ
た
り
し
ま
す
と
、
危
険
で
す
。
あ
ぶ

な
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
東
京
電

力
の
千
住
支
社
か
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
・

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

梅
田
―
―
八
八
六
―
二
九
三
八

西
新
井
―
―
八
九
〇
―
二
六
五
七

亀
有
―
―
六
〇
一
―
二
〇
四
二

堀
切
―
―
六
〇
二
―
四
〇
四
五

災害発生時の緊急連路先

● 災害対策本部
足立区役所… … …… … 882 ―1111
( 東京都庁… … … … … 212 ―5111)
● 警察・消防
千住警察署… … … … … 881 ―1241
西新井警察署… … … … 886 ―1141
綾瀬警察署… … … … … 605 ―2116
千住消防署… … … … … 882 ―0119
西新井 消防署… … … … 883 ―4181
● 水道・電気・ガス
水道 局足立東営業所… 606 ―2151
水道 局足立西営業 所… 887 ―6161
東京電力千住支社… … 888 ―9111
東 京ガ ス葛飾営業所… 603 ―0361
● 建設・衛生
第6 建設事務所… … … 888 ―5351
足立 清掃事務所… … … 889 ―9100
足立保 健所… … … … … 840 ―5141
千住 保健所… … … … … 888 ―4277
● 電話・郵便
梅島電報電話 局… … … 886 ―9002
足 立電話 局… … … … … 888 ―9002
西新井電話 局… … … … 899 ―9002
亀有電 話局…… … … … 601 ―9010
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地
震
で
恐
ろ
し
い
の
は

火
災
と
混
乱

地
震
で
い
ち
ば
ん
恐
ろ
し
い
の
は
、
地
震
の
被
害
よ
り
も
、
そ
の
後

の
火
災
に
よ
る
被
害
が
大
き
い
こ
と
で
す
。
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震

災
の
火
災
発
生
件
数
は
一
三
五
件
。
そ
の
う
ち
初
期
消
火
で
、
小
火
の

う
ち
に
消
し
と
め
た
の
は
四
十
三
件
、
半
分
以
下
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
り
の
九
二
件
が
、
つ
い
に
延
焼
火
災
と
な

り
、
焼
失
面
積
三
五
・
九
六
平
方
キ
ロ
㍍
、
死
傷
者
約
十
万
人
に
お
よ

ぶ
大
惨
事
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

現
在
東
京
に
関
東
大
震
災
程
度
の
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
被
害
が
で
る
か
―
―

そ
れ
が
冬
の
夕
食
時
と
い
う
最
悪
の
条
件
で
起
こ
っ
た
と
し

ま
す

と
、
特
別
区
の
区
域
だ
け
で
も
約
七
三
〇
件
の
火
災
が
発
生
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
都
民
の
初
期
消
火
お
よ
び
東
京
消
防
庁
で
消

火
で
き
る
件
数
を
除
い
て
も
、
約
一
四
〇
件
が
延
焼
し
、
そ
の
多
く
は

地
盤
の
悪
い
下
町
方
面
に
集
中
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
特
に
火
の
始
末
、
ま
た
出
火
し
た
と
き
は
い
ち
早
く

隣
近
所
に
知
ら
せ
、
協
力
を
求
め
て
消
火
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
に
は
、
い
ま
地
震
が
起
き
た
ら
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
こ
の
機

会
に
家
庭
で
も
職
場
で
も
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と

対
策
を
た
て
て
お
く
こ
と
が
心
要
で
す
。

こ
わ
い
プ
ロ
パ
ン
の
爆
発

■

平

素

の

心

が

ま

え

家
族
全
員
で
、
次
の
事
柄
を
心
が
け

る
こ
と

(
1
)
火
災
の
防
止
に
つ
い
て

(
1
)
火
を
使
う
設
備
や
器
具
は
、い
つ
も

安
全
な
も
の
を
正
し
く
使
う
こ
と

(
2
)
石
油
ス
ト
-
ブ
は
、倒
れ
な
い
よ
う

に
し
て
お
く
と
と
も
に
、
燃
え
や
す
い

も
の
が
落
ち
た
り
、
倒
れ
な
い
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と

で
き
れ
ば
自
動
消
火
装
置
や
転
倒
防

止
装
置
の
あ
る
も
の
を
使
う

(
3
)
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
容
器
は
、倒
れ
な

い
よ
う
に
鎖
で
固
定
す
る

ま
た
、
日
常
使
い
終
っ
た
ら
元
せ
ん

を
し
め
る
習
慣
を
つ
け
る

(
4
)
発
火
性
、引
火
性
の
危
険
物
や
化
学

薬
品
は
、
倒
れ
た
り
、
落
下
し
て
出
火

し
な
い
よ
う
に
保
管
す
る
こ
と

(
2
)
消
火
の
準
備
に
つ
い
て
は

(
1
)
地
震
の
と
き
は
、水
道
管
の
き
裂
な

ど
で
断
水
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
平
素

か
ら
バ
ケ
ツ
や
風
呂
桶
に
水
を
入
れ
、

い
つ
で
も
使
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ

と

(
2
)
自
分
の
家
に
適
し
た
成
る
べ
く
大
き

め
の
消
火
器
を
選
び
、
備
え
て
お
く
こ

と
転
倒
式
の
消
火
器
は
、
倒
れ
な
い
よ

う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す

(
3
)
火
災
の
と
き
は
、一
人
、二
人
の
小

人
数
で
は
消
火
し
き
れ
な
い
こ
と
か
あ

る
の
で
、火
災
を
発
見
し
た
ら
大
き
な
声

で
隣
近
所
に
知
ら
せ
、
協
力
し
て
初

期
の
う
ち
に
消
火
す
る
こ
と

こ
の
た
め
に
は
、
平
素
か
ら
隣
家
の

人
々
と
自
衛
体
制
を
作
っ
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
す

(
3
)
避
難
に
つ
い
て

(
1
)
東
京
都
防
災
会
議
で
き
め
た
広
域
避

難
場
所
(
別
図
参
照
)
を
よ
く
確
認
し

て
お
く
こ
と

(
2
)
避
難
路
は
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
通

行
で
き
な
く
な
る
の
で
、二
つ
以
上
の

避
難
経
路
を
予
定
し
て
お
く
こ
と

(
3
)
地
震
が
お
き
た
と
き
に
家
族
全
員
が

そ
ろ
っ
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
の

で
、
職
場
や
学
校
、
あ
る
い
は
買
物
な

ど
に
で
か
け
た
と
き
を
予
想
し
て
、
災

害
が
お
ち
つ
い
た
ら
、
家
族
全
員
が
連

絡
と
れ
る
よ
う
な
方
法
を
き
め
て
お
く

こ
と

(
4
)
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
お
よ
び
周

辺
地
域
の
実
情
(
火
災
が
発
生
し
た
と

き
の
燃
え
ひ
ろ
が
る
危
険
、
避
難
上
の

危
険
な
ど
)
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と

(
5
)
非
常
持
出
し
品
(
貴
重
品
・
携
帯
ラ

ジ
オ
・
懐
中
電
灯
・
救
急
薬
品
)
は
い

つ
も
整
理
し
て
、
ど
ん
な
と
き
で
も
持

ち
出
せ
る
方
法
を
考
え
て
お
く
こ
と

(
6
)
自
動
車
に
よ
る
避
難
は
絶
対
し
な
い

ぐ
ら
ぐ
ら
ッ
と
き
た
と
き

急
に
飛
び
出
す
の
は
キ
ケ
ン

(
1
)
と
っ
さ
の
避
難
の
た
め
、次
の
こ
と

が
ら
に
つ
い
て
心
が
け
る

(
1
)
あ
わ
て
て
そ
と
に
と
び
出
さ
ず
、

机
、
べ
ッ
卜
の
よ
う
な
し
っ
か
り
し
た

家
具
の
下
や
柱
に
身
を
寄
せ
る
(
え
び

の
、松
代
地
震
で
は
震
度
5
程
度
で
和
・

洋
の
重
ね
タ
ン
ス
、
電
気
冷
蔵
庫
、
足

の
つ
い
た
テ
レ
ビ
等
は
、
転
倒
ま
た
は

転
倒
寸
前
の
状
態
と
な
っ
た
)

(
2
)
二
階
建
は
二
階
の
方
が
安
全
で
あ
る

の
で
、
あ
わ
て
て
階
段
を
降
り
た
り
、

窓
か
ら
と
び
だ
さ
な
い
で
そ
の
ま
ま
様

子
を
み
る

(
3
)
主
震
動
の
継
続
す
る
時
間
は
長
く
て

も
一
分
間
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
一
分

過
ぎ
た
ら
ま
ず
安
心
で
す

(
4
)
屋
外
に
避
難
す
る
と
き
は
、頭
上
の

落
下
物
に
注
意
し
、
座
布
団
な
ど
で
頭

を
保
護
し
て
建
物
か
ら
離
れ
る

(
2
)
火
の
始
末
、消
火
の
た
め
、次
の
こ

と
が
ら
に
つ
い
て
心
が
け
る

(
1
)
地
震
と
感
じ
た
と
き
は
、手
近
か
に

あ
る
火
の
始
末
を
す
る

(
2
)
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
コ
ッ
ク
を
し
め
る

倒
れ
た
も
の
は
す
ぐ
お
こ
し
て
完
全
に

コ
ッ
ク
を
し
め
る

燃
え
だ
し
た
ら
、
手
近
か
の
座
布
団

や
毛
布
で
一
時
火
を
お
さ
え
、
水
を
十

分
に
か
け
る
か
、
消
火
器
で
完
全
に
消

す(
3
)
ガ
ス
の
元
せ
ん
を
必
ず
し
め
る
。プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
場
合
は
、
容
器
の
元
せ

ん
を
し
め
る

(
4
)
使
用
中
の
ア
イ
ロ
ン
、ト
ー
ス
タ

ー
、
テ
レ
ビ
等
の
電
気
器
具
は
必
ず
ス

イ
ッ
チ
を
切
る

(
5
)
発
火
性
、引
火
性
の
危
険
物
や
化
学

薬
品
は
安
全
な
場
所
に
始
末
す
る

(
6
)
も
し
火
災
が
お
き
た
ら
、早
く
隣
近

所
に
知
ら
せ
、
協
力
し
あ
っ
て
早
く
消

火
す
る

(
7
)
ま
ず
消
火
し
て
か
ら
人
の
救
出
に
あ

た
る
。

消
火
の
時
機
を
失
う
と
、
結
果
的
に

救
出
も
困
難
に
な
る

(
3
)
避
難
を
安
全
に
す
る
た
め
、次
の
こ

と
が
ら
を
心
が
け
る

(
1
)
狭
い
路
地
、へ
い
ぎ
わ
、崖
下
、川

べ
り
に
近
よ
ら
な
い

(
2
)
切
断
さ
れ
た
電
線
に
注
意
す
る

(
3
)
道
路
上
に
家
具
や
大
き
な
荷
物
を
持

ち
出
す
と
、
火
災
を
拡
大
す
る
媒
介
と

な
る
ば
か
り
で
な
く
、
避
難
や
消
防
活

動
の
障
害
と
な
る

(
4
)
非
常
持
出
し
品
は
最
少
限
に
し
て
、

身
軽
に
行
動
で
き
る
よ
う
に
す
る

(
5
)
自
動
車
に
よ
る
避
難
は
絶
対
や
め
る

(
6
)
消
防
署
や
警
察
署
等
の
防
災
機
関
の

指
示
に
従
っ
て
避
難
す
る

(
7
)
デ
マ
が
お
こ
り
や
す
い
の
で
、防
災

機
関
や
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
で
正
し
い
情

報
に
従
い
デ
マ
に
迷
わ
さ
れ
な
い

■
外
出
先
で
地
震
に
あ
っ
た
ら

身
の
安
全
を
は
か
る
た
め
、
次
の
こ

と
が
ら
を
心
が
け
る

(
1
)
建
物
内
に
い
た
場
合

(
1
)
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
-
ト
建
物

あ
わ
て
て
そ
と
に
と
び
出
し
た
り
、

い
た
ず
ら
に
動
き
ま
わ
る
と
か
え
っ
て

け
が
を
す
る
の
で
、
建
物
内
部
の
落
下

物
、
倒
壊
物
に
注
意
し
、
柱
の
そ
ば
に

身
を
寄
せ
地
震
の
お
さ
ま
る
の

を
ま

つ
、
窓
ぎ
わ
に
身
を
寄
せ
る
と
ガ
ラ
ス

が
割
れ
て
と
び
ち
る
こ
と
も
あ
る
の
で

危
険
で
す

(
2
)
木
造
建
物

倒
壊
す
る
場
合
も
あ
る
、
特
に
地
盤

の
悪
い
所
や
老
朽
建
物
は
危
険
で
す
。

し
か
し
、
地
震
で
倒
れ
る
場
合
で
も

一
瞬
に
し
て
倒
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
徐
々
に
倒
れ
る
の
で
倒

れ
る
瞬
間
は
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の

時
点
で
外
に
と
び
出
し
て
も
十
分
ま
に

合
う
。
あ
わ
て
て
外
に
と
び
出
さ
ず
、

落
着
い
て
行
動
す
る

(
3
)
地
下
街

建
物
構
造
上
、
耐
震
性
が
十
分
考
え

ら
れ
て
い
る
の
で
、
つ
ぶ
れ
た
り
、
出

入
口
が
ふ
さ
が
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な

い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

恐
ろ
し
い
の
は
火
災
の
発
生
ま
た
は

停
電
に
よ
り
、多
く
の
人
が
出
入
口
に

殺
到
し
、大
き
な
混
乱
を
お
こ
す
こ
と

で
、こ
れ
に
迷
わ
ず
建
物
の
管
理
者
や

関
係
者
の
指
示
ま
た
は
非
常
口
を
示
す

誘
導
灯
に
従
っ
て
人
々
と
協
力
し
て
避

難
す
る

(
2
)
屋
外
に
い
た
場
合

道
路
や
繁
華
街
の
路
上
に
い
た
場
合

は
、
よ
く
周
囲
の
状
況
を
判
断
し
、
電

柱
や
へ
い
な
ど
の
倒
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
も
の

、
看
板
、
屋
根
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス

な
ど
の
落
下
物
に
注
意
し
、
比
較
的
広

い
空
地
や
公
園
、
あ
る
い
は
安
全
な
構

造
の
ビ
ル
の
内
に
一
時
避
難
し
、
身
の

安
全
を
は
か
る
。
群
衆
心
理
に
か
ら

れ
、
無
目
的
に
動
き
ま
わ
ら
な
い
こ
と

が
大
切

■
自
動
車
の

運
転
中
に

地
震
に

あ
っ
た
ら
…

ま
ず
左
側
に
一
た
ん
停
車
し
、
次
の

こ
と
が
ら
に
心
が
け
る

(
1
)
消
火
、救
急
活
動
等
の
緊
急
車
の
通

行
路
を
確
保
す
る
よ
う
に
停
車
す
る

(
2
)
地
震
の
規
模
が
大
き
く
、信
号
機
が

故
障
し
た
り
、
建
物
が
倒
れ
た
り
す
る

ほ
ど
の
被
害
が
出
た
場
合
は
、
車
の
運

転
を
や
め
、
安
全
な
場
所
に
待
避
す
る

(
3
)
危
険
物
、プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
の
運
搬

車
は
、
衝
突
な
ど
で
火
災
を
出
さ
な
い

よ
う
特
に
注
意
し
、
万
一
の
場
合
は
積

ん
で
あ
る
消
火
器
で
す
ば
や
く
消
火
す

る(
4
)
緊
急
時
の
交
通
規
制
を
守
る

大
震
災
が
起
き
た
時

車
両
の
通
行
は
禁
止

大
地
震
が
起
き
た
場
合
は
、
自
動
車

な
ど
車
両
に
よ
る
道
路
の
通
行
は
、
全

面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
す
。

(
1
)
東
京
都
二
十
三
区
内
で
は
、環
状
七

号
線
以
内
の
車
両
通
行
は
全
面
的
に

禁
止
さ
れ
ま
す
。

(
2
)
都
県
の
境
界
で
は
、都
内
へ
向
か
う

車
両
は
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
ま
す
。

スワ! というときすぐに

ガスのメーターコックを

◎
火
災
、
大
地
震
、
浸
水
等
の
災
害
時
は
、

ガ
ス
せ
ん
を
全
部
完
全
に
し
め
、
さ
ら
に
メ

ー
タ
ー
の
と
こ
ろ
に
あ
る
コ

ッ
ク
を
必
ず
し
め
て
か
ら
避

難
す
る
。

◎
ガ
ス
も
れ
に
気
付
い
た
時

は
、
た
だ
ち
に
東
京
ガ
ス
ヘ

連
絡
し
、
火
気
の
使
用
を
や

め
て
、
窓
や
ド
ア
ー
を
開
放

す
る
。
な
お
電
気
の
点
滅
は

絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

◎
事
故
等
で
一
時
ガ
ス
が
止

っ
た
場
合
は
、
必
ず
ガ
ス
せ

ん
を
全
部
し
め
、
ガ
ス
会
社
か
ら
の
通
知
が

あ
る
ま
で
は
使
用
し
な
い
。

図 解

非常災害時の避難場所

大
地
震
時
の
避
難
先

A荒川以北に住んでいる人

B

C
新田地区に住んでいる人と北区(一部) の人

D千住地区に住んでいる人

E小台・宮城に住んでいる人と荒川区( 一部) の人

非
常
災
害
時
の

電
報
電
話
は
こ
う
し
て

▽
地
震
・
大
火
・
洪
水
・
暴
風
△

こ
ん
な
災
害
が
、
も
し
発
生
し
た
ら

そ
の
地
域
の
通
信
施
設
は
被
害
を
受

け
、
機
能
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま

す
。必

要
な
と
こ
ろ
へ
、
必
要
な
人
へ
の

緊
急
な
ご
連
絡
は
、
次
の
場
所
に
用
意

す
る
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
大
き
な
災
害
に
な
り
ま
す
と
、
災
害

救
助
法
が
発
動
さ
れ
被
災
地
付
近
の
公

共
施
設
(
学
校
・
区
民
会
館
・
公
会
堂

・
公
園
な
ど
)
は
、
災
害
対

策
本
部

や
、
避
難
所
、
救
護
所
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所
に
災
害
救
助
の
機
関

や
、
り
災
者
の
た
め
に
必
要
な
電
話
を

取
り
付
け
、
通
信
の
お
申
し
込
み
を
受

け
ま
す
。

同
時
に
電
話
局
前
に
も
、
公
衆
電
話

を
取
り
付
け
、
電
報
・
電
話
の
お
取
り

扱
い
を
い
た
し
ま
す
。

◎
電
話
局
も
被
害
を
受
け
て
、
電
話
交

換
機
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
可
能
な
限
り
移
動
無
線
車
を
動
員

し
、
電
話
局
前
に
、
無
線
電
話
に
よ
る

臨
時
電
報
電
話
取
扱
所
を
設
け
て
、
電

報
・
電
話
の
お
取
り
扱
い
を
い
た
し
ま

す
。災

害
に
よ
り
滅
失
、
不
通
に
な
っ
た

電
話
の
復
旧
に
つ
き
ま
し
て
は
、
電
話

局
は
「
一
刻
も
早
く
」
と
、
全
力
を
あ

げ
て
作
業
に
取
り
か
か
り
ま
す
が
、
完

全
に
復
旧
す
る
ま
で
は
、
少
い
回
線
で

大
量
の
電
報
・
電
話
を
運
ぶ
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
復
旧
ま
で
に
あ
る
程
度

の
時
間
が
か
か
り
、
状
況
に
よ
っ
て
ご

不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
電
電
公
社
)


